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ステップ１ 計算で求める 

１ 図１のように、五角形には５本の対角線があります。この対角線の本

数を、計算で求めようと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑴ 図２のように、頂点Ａからは（   ）本の対角線が引けます。 

 

 ⑵ ⑴と同様に、頂点Ｂからも、頂点Ｃ、Ｄ、Ｅからも（   ）本の対

角線が引けます。 

 

 ⑶ ⑴⑵より、とりあえず全部で、 

   （   ）×（   ）＝（   ）本の対角線が引けます。 

 

 ⑷ しかしこのままでは、図３のように、対角線の数を２本ずつ数えたこ

とになるので、本当の対角線の数は、 

    (   ）÷（   ）＝（   ）本、となります。 
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 ⑸ ⑴について考えます。 

   ① 五角形には頂点が（   ）個あります。 

   ② 頂点Ａからは、頂点Ａ自身と、両どなりの頂点Ｂと頂点Ｃの、合

計（   ）個の頂点には、対角線は引けません。 

   ③ ①②より、頂点Ａから対角線が引ける頂点の数は、 

      （   ）−（   ）＝（   ）個、となります。 

   ④ ③より、頂点Ａから引ける対角線の本数は（   ）本、となり

ます。 

 

 ⑹ ⑴〜⑸より、五角形の対角線の本数を１本式で求めると、 

     ｛     −     ｝×     ÷     ＝（   ）本 

   となります。 
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２ 六角形の対角線の本数を、計算で求めようと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑴ 図１のように、頂点Ａからは（   ）本の対角線が引けます。 

 

 ⑵ ⑴と同様に、頂点Ｂからも、頂点Ｃ、Ｄ、Ｅからも（   ）本の対

角線が引けます。 

 

 ⑶ ⑴⑵より、とりあえず全部で、 

   （   ）×（   ）＝（   ）本の対角線が引けます。 

 

 ⑷ しかしこのままでは、図２のように、対角線の数を２本ずつ数えたこ

とになるので、本当の対角線の数は、 

    (   ）÷（   ）＝（   ）本、となります。 
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 ⑸ ⑴について考えます。 

   ① 六角形には頂点が（   ）個あります。 

   ② 頂点Ａからは、頂点（  ）自身と、両どなりの頂点（  ）と

頂点（  ）の、合計（   ）個の頂点には、対角線は引けま

せん。 

   ③ ①②より、頂点Ａから対角線が引ける頂点の数は、 

      （   ）−（   ）＝（   ）個、となります。 

   ④ ③より、頂点Ａから引ける対角線の本数は（   ）本、となり

ます。 

 

 ⑹ ⑴〜⑸より、六角形の対角線の本数を１本式で求めると、 

     ｛     −     ｝×     ÷     ＝（   ）本 

   となります。 

 

 ⑺ ⑹を参考にして、□角形の対角線の本数を求める公式をつくりなさ

い。 

 

     □角形の対角線の本数＝ 
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ステップ２ 練習問題 

３ 七角形について、次の問いに答えなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑴ １つの頂点から何本の対角線が引けますか。 

 

 

 

 

 ⑵ 対角線は全部で何本ありますか。 
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４ 八角形の対角線は全部で何本ありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 十角形の対角線は全部で何本ありますか。 
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■ 解答 ■ 

１ ⑴ ２ 

  ⑵ ２ 

  ⑶ ２、５、10 

  ⑷ 10、２、５ 

  ⑸ ① ５ 

    ② ３ 

    ③ ５、３、２ 

    ④ ２ 

  ⑹ ５、３、５、２、５ 

２ ⑴ ３ 

  ⑵ ３ 

  ⑶ ３、６、18 

  ⑷ 18、２、９ 

  ⑸ ① ６ 

    ② Ａ、Ｂ、Ｆ、３ 

    ③ ６、３、３ 

  ⑹ ６、３、６、２、９ 

  ⑺ (□−３)×□÷２ 

３ ⑴ ４本 ⑵ 14 本 

４ 20 本 

５ 35 本 

 

■ 解説 ■ 

３ ⑴ 自分と両どなりの合わせて３個の

頂点には対角線が引けないから、 

      ７−３＝４(本) 

 

  ⑵ ⑴より、全部で対角線は 

      ４×７＝28(本) 

    しかしこれでは対角線を２本ずつ

数えることになるので、対角線は、 

      28÷２＝14(本) 

 

４ (８−３)×８÷２＝20(本) 

５ (10−３)×10÷２＝35(本) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


